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市
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
の
新
し
い
制

度
が
、
来
年
か
ら
導
入
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
？ 

  

新
た
な
制
度
で
は
、
任
期
の
終
了
後

に
再
度
任
用
す
る
時
は
毎
回
公
募
し
て
、

競
争
試
験
や
選
考
を
行
っ
て
採
用
す
る

方
式
に
変
わ
る
。 

 

該
当
す
る
職
員
の
雇
用
が
不
安
定
な

状
況
に
置
か
れ
な
い
よ
う
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）
平
等
取
扱
い
や
成
績
主
義
が

原
則
だ
が
、
雇
用
の
安
定
も
含
め
当
市

の
実
情
に
応
じ
た
制
度
設
計
の
中
で
検

討
し
た
い
。 

  

従
来
か
ら
勤
め
て
き
た
臨
時
・
嘱
託

職
員
の
賃
金
や
勤
務
条
件
な
ど
は
、
新

制
度
を
導
入
し
て
も
引
き
下
げ
な
い
こ

と
を
基
本
姿
勢
と
す
べ
き
。 

（
答
弁
）
国
の
通
知
が
基
本
だ
が
、
人

材
確
保
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

新
し
い
制
度
の
設
計
は
、
こ
う
し
た
点

を
踏
ま
え
つ
つ
、
職
員
組
合
と
協
議
を

行
い
た
い
。 

 
 

 

新
し
い
制
度
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
手
当
な
ど
の
格
差
が

生
じ
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
必
要
に
応

じ
て
フ
ル
タ
イ
ム
化
す
る
た
め
の
検
討

も
必
要
で
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）
い
ま
業
務
内
容
や
業
務
量
に

応
じ
た
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
化
が
必
要
な
場

合
は
そ
の
よ
う
に
す
る
。 

共にしあわせ産みだす党 日本共産党 

市議団ニュース 
第1918号  2019年6月30日 

日本共産党 根室市議団 
根室市宝林町４-２０３ ℡２３-６０２３ 

 

根
室
市
議
会
6
月
定
例
月
議
会
で
は
、
6
月
18
日
～
19
日
に

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
議
11
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
日
本
共
産
党
の
橋
本
竜
一
と
鈴
木
一
彦
が
行
っ
た

一
般
質
問
の
一
部
を
要
約
・
再
構
成
し
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

根
室
市
健
康
増
進
計
画
の 

後
半
期
の
課
題
に
つ
い
て 

 
 

 

市
の
健
康
増
進
計
画
は
こ
れ
か
ら
中
間

見
直
し
を
行
う
。 

 

今
後
、
子
ど
も
や
若
い
世
代
へ
働
き
か

け
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。 

（
答
弁
）
若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
健
診

の
実
施
を
検
討
す
る
な
ど
効
果
的
な
取
り

組
み
を
協
議
・
検
討
す
る
。 

  

歯
と
口
腔
の
健
康
増
進
の
た
め
、
積
極

的
な
歯
科
健
診
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
。 

（
答
弁
）
歯
周
疾
患
健
診
の
利
用
数
が
低

迷
し
て
い
る
た
め
、
対
象
者
に
個
別
に
周

知
す
る
。
今
年
度
中
に
後
期
高
齢
者
の
歯

科
検
診
を
広
域
連
合
の
委
託
事
業
と
し
て

実
施
す
る
。 

  

高
齢
者
の
虚
弱
化
や
認
知
症
の
増
加
を

抑
制
す
る
対
策
の
推
進
が
必
要
。 

（
答
弁
）
比
較
的
若
い
世
代
か
ら
「
フ
レ

イ
ル
」
の
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。 

 

認
知
症
や
高
齢
者
の
虚
弱
状
態
の
増
加

抑
制
策
は
、
今
後
の
健
康
増
進
計
画
の
検

証
過
程
で
検
討
す
る
。 

生
活
交
通
基
本
計
画
に
つ
い
て 

 
 

 

公
共
交
通
の
不
便
な
地
域
や
交
通
弱

者
の
対
策
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

実
態
調
査
な
ど
行
う
必
要
が
あ
る
。 

（
答
弁
）
地
域
住
民
の
潜
在
的
な
課
題

や
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
大
切
で
あ
り
、
高

齢
者
バ
ス
優
待
乗
車
券
や
運
転
免
許
自

主
返
納
者
へ
の
ハ
イ
ヤ
ー
券
交
付
の
際

に
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
市
民
意
見

の
把
握
に
努
め
た
い
。 

消
費
税
増
税
の
影
響
に
つ
い
て 

 
 

 

サ
ケ
マ
ス
流
し
網
漁
禁
止
以
来
、
市

中
経
済
が
低
迷
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

の
消
費
税
増
税
は
く
ら
し
と
景
気
に
大

打
撃
を
与
え
る
。 

（
答
弁
）
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ

る
家
計
消
費
の
減
少
や
企
業
の
業
績
悪

化
、
税
率
変
更
に
よ
る
価
格
転
嫁
な
ど

市
中
経
済
と
市
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。 

 

虐
待
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
に
果
た
す
べ
き
役
割 

 
 

 

当
市
に
お
け
る
虐
待
の
実
態
と
虐
待

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
行
政

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
。 

（
答
弁
）
根
室
市
の
虐
待
の
現
状
は
、

平
成
28
年
度
49
件
、
平
成
29
年
度
39
件
、

平
成
30
年
度
28
件
。
そ
の
主
な
内
容
の

3
か
年
平
均
で
は
心
理
虐
待
65
％
、
ネ

グ
レ
ク
ト(

育
児
放
棄)

約
20
％
に
。 

 

今
後
と
も
緊
急
時
は
、
子
ど
も
の
声

明
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
躊
躇
す
る

こ
と
な
く
児
童
相
談
所
や
警
察
に
通
告

す
る
な
ど
必
要
な
対
策
を
行
う
。 

  

根
室
市
で
も
相
談
件
数
が
増
え
て
い

る
が
、
釧
路
児
童
相
談
所
は
区
域
が
広

く
、
当
市
で
も
体
制
整
備
が
必
要
。 

 

ま
た
児
童
相
談
所
の
増
設
や
担
当
職

員
の
増
員
、
専
門
性
向
上
な
ど
予
算
措

置
を
含
め
て
国
へ
対
応
を
強
く
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
答
弁
）
市
町
村
で
は
児
童
福
祉
司
な

ど
専
門
人
材
の
不
足
が
顕
著
。
根
室
市

で
も
専
任
お
よ
び
正
職
員
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
課
題
が
あ
る
。 

 

十
分
な
財
政
措
置
や
専
門
的
人
材
の

育
成
・
確
保
の
支
援
の
充
実
な
ど
必
要

な
措
置
を
国
に
求
め
る
。  

 

橋 

本 
竜 

一 

教
職
員
の
確
保
対
策
に
つ
い
て 

 
 

 

全
国
的
に
教
職
員
が
不
足
し
て
い
る

が
根
室
市
は
特
に
深
刻
。
市
の
独
自
加

配
を
盛
り
込
ん
だ
小
中
学
校
の
適
正
配

置
計
画
に
影
響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）
北
海
道
の
教
員
の
な
り
手
不

足
は
深
刻
。
来
年
度
の
志
願
者
数
は
昨

年
よ
り
２
４
１
名
減
で
今
後
も
厳
し
い

状
況
。
根
室
市
は
現
在
養
護
教
諭
が
産

休
で
欠
員
し
て
お
り
、
ま
た
今
後
見
込

ま
れ
る
産
休
代
替
の
見
込
み
も
た
っ
て

い
な
い
。
市
の
小
中
学
校
適
正
配
置
計

画
の
市
独
自
の
教
員
加
配
も
3
名
の
採

用
枠
の
う
ち
1
名
確
保
に
留
ま
っ
て
い

る
。
教
員
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
。 

  

市
独
自
の
教
員
加
配
が
計
画
通
り
に

進
ま
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
計
画
の
見

直
し
変
更
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

（
答
弁
）
中
学
校
の
2
校
化
は
統
合
縦

鼻
委
員
会
を
開
設
し
て
作
業
を
進
め
て

い
る
。
教
員
確
保
に
全
力
で
務
め
、
計

画
通
り
2
校
化
が
進
む
よ
う
取
り
組
む
。 

  

教
職
員
の
多
忙
化
と
い
う
現
状
は
教

員
志
望
者
の
確
保
の
た
め
に
大
き
な
問

題
。
市
教
委
と
し
て
も
対
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。 鈴 

木 

一 

彦 


